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坂
本
龍
馬
の
周
辺
に
は
い
つ
も
女
が
い
る
。

と
言
う
と
、
そ
れ
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

妻
お
龍
の
昔
語
り
に
よ
る
と
、
龍
馬
は
海
援

隊
士
の
一
人
に
「
君
は
男
振
り
が
い
い
か
ら

女
が
惚
れ
る
。
僕
は
男
振
り
は
悪
い
が
矢
ツ

張
り
（
女
が
）
惚
れ
る
」
と
か
ら
か
っ
た
と

い
う
。

　

惚
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
恋
愛
だ
け
で
な

い
だ
ろ
う
。
激
動
の
幕
末
に
お
い
て
、
表
舞

台
で
動
く
男
た
ち
を
女
た
ち
は
し
っ
か
り
と

支
え
て
い
た
。
互
い
に
認
め
、
情
愛
を
交
わ

す
こ
と
は
人
間
的
な
深
み
を
生
ん
で
い
く
の

で
は
な
い
か
。

龍
馬
の
実
家
は
女
が
多
い
。
祖
母
久
、
実

母
幸
、
3
人
の
姉
や
継
母
伊
與
な
ど
、
女
丈

夫
で
あ
る
。
父
八
平
は
婿
養
子
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
坂
本
家
の
女
た
ち

は
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
中
で
も
末
姉
乙

女
は
龍
馬
と
最
も
親
し
い
仲
で
あ
る
こ
と
は

有
名
だ
。

　

ま
た
、
土
佐
で
の
恋
人
と
言
わ
れ
る
平
井

加
尾
、
江
戸
で
の
千
葉
佐
那
、
京
女
の
妻
お

龍
と
い
っ
た
よ
う
に
龍
馬
の
周
り
に
は
い
つ

も
龍
馬
を
支
え
る
女
た
ち
が
い
る
。
龍
馬
に

と
っ
て
彼
女
た
ち
は
ど
ん
な
存
在
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

長
姉
千
鶴
か
ら
龍
馬
に
宛
て
た
手
紙
の
一

条
に
「
御
ら
ん
の
末
は
火
中
々
々
（
ご
覧
に

な
っ
た
ら
火
の
中
に
く
べ
て
燃
や
し
て
く
だ

さ
い
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
私
信
は
残
さ

な
い
美
徳
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
千
鶴
の

手
紙
は
手
紙
の
後
半
が
残
っ
て
い
る
が
、
お

龍
は
龍
馬
亡
き
後
、夫
か
ら
来
た
手
紙
を
「
人

に
見
せ
た
く
な
い
」
と
、
土
佐
で
焼
き
捨
て

た
と
い
う
。
た
だ
、
慶
応
三
（
１
８
６
７
）
年

五
月
二
十
八
日
付
で
お
龍
に
宛
て
た
龍

馬
の
手
紙
一
通
が
、
京
都
・
近
江
屋
（
井

口
家
）
に
残
っ
た
。

　

今
回
、
そ
の
手
紙
を
所
蔵
す
る
京
都

国
立
博
物
館
よ
り
お
借
り
し
て
展
示
（
前
期
）

す
る
。
同
館
所
蔵
品
か
ら
は
寺
田
屋
登
勢

（
前
期
）
や
妹
き
み
え
（
後
期
）
が
お
龍
に
宛

て
た
手
紙
。
井
口
家
の
妻
の
も
の
を
龍
馬
が

使
っ
て
い
た
と
い
う
鏡
（
海
獣
葡
萄
鏡
）
も

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
お
龍
に
龍
馬
暗
殺

を
告
げ
る
依
頼
状
（
伊
藤
九
三
書
簡
三
吉
慎

蔵
・
印
藤
聿
宛
、
慶
応
三
年
十
二
月
二
日
と

五
日
付
）、
龍
馬
の
下
げ
緒
と
目
抜
き
で
作
ら

れ
た
お
龍
の
帯
〆
や
、
平
井
加
尾
の
懐
剣
な

ど
彼
女
た
ち
に
ゆ
か
り
の
も
の
を
ご
紹
介
す

る
。

　

ま
た
、
北
辰
一
刀
流
千
葉
定
吉
の
長
女
佐

那
の
資
料
は
少
な
い
が
、
佐
那
は
文
久
三

（
１
８
６
３
）
年
八
月
十
四
日
の
乙
女
宛
の
龍

馬
の
手
紙
に
登
場
し
て
い
る
。
手
紙
を
所
蔵

す
る
北
海
道
坂
本
龍
馬
記
念
館
か
ら
複
製
を

お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

姉
乙
女
の
手
紙
に
は
龍
馬
の
心
情
が
素
直

に
出
て
お
り
、
妻
に
宛
て
た
手
紙
に
は
優
し

さ
が
こ
ぼ
れ
る
。
彼
女
た
ち
に
宛
て
た
龍
馬

の
手
紙
や
遺
品
な
ど
を
通
じ
て
、
龍
馬
そ
の

人
の
魅
力
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　

京
都
国
立
博
物
館
、
城
南
宮(

京
都
市)

、

下
関
市
立
歴
史
博
物
館
、
北
海
道
坂
本
龍
馬

記
念
館
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
岡

上
汎ひ

ろ
つ
ぐ告
氏
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
平
井
家
ほ
か

皆
様
方
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

前
田
由
紀
枝

龍
馬
を
め
ぐ
る
女
た
ち

　
〜
心
許
し
た
者
と
の
語
ら
い
〜
展

※
紹
介
す
る
主
な
女
性

①
妻
＝
お
龍　

寺
田
屋
登
勢　

②
実
家
の
家
族
＝
姉
・
千
鶴
、乙
女
、姪
・
春
猪

③
恋
人
＝
平
井
加
尾
、千
葉
佐
那

※
主
な
展
示
資
料

①
お
龍
宛
龍
馬
書
簡　

お
龍
の
帯
〆

　

寺
田
屋
登
勢
書
簡
薩
摩
藩
伏
見
屋
敷
絵
図

　

伊
藤
九
三
書
簡

②
龍
馬
宛
千
鶴
書
簡　

千
鶴
の
懐
剣
、乙
女
の
帯

　

乙
女
宛
龍
馬
書
簡
、春
猪
宛
龍
馬
書
簡

③
平
井
加
尾
の
懐
剣
、加
尾
と
兄
収
二
郎
の
往
復
書
簡
（
写
本
）、

　

龍
馬
寄
せ
書
き
の
胴
掛
け

　
（
前
期
・
後
期
一
部
入
替
）

お
龍

乙
女

春
猪
春
猪

登
勢

乙
女

登
勢お

龍
乙
女

開館時間 午前9：00～午後5：00／年中無休
観 覧 料 大人700円・20名以上の団体 560円

高校生以下、高知県・高知市長寿手帳所持者、身体障害者手帳・療育手帳・精神
障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳・被爆者健康手帳所持者とその介護者
（1名）は無料

Les femmes
autour
de RYOMA

Les femmes
autour
de RYOMA

龍馬を
めぐる女たち

～心許した者との語らい～展

高知県立坂本龍馬記念館高知県立坂本龍馬記念館

令和元年度企画展令和元年度企画展令和元年度企画展令和元年度企画展

（ 2 0 1 9 ）

関連企画
講演会
「龍馬とお龍 下関に残る愛のかたち」
■講 師　田中　洋一氏（下関市立歴史博物館学芸員）
■日 時　2019年8月3日（土）13:30～15:00
■会 場　新館1Ｆホール　　　
■定 員　100人（無料、受付先着順）

担当学芸員によるギャラリートーク
①8月17日（土）14:00　
②9月  7日（土）14:00特別ゲスト：岡上汎告氏 前期7月23日㊋～8月31日㊏・後期9月1日㊐～9月25日㊌

Les femmes
autour

de RYOMA

会期
一部入替

下関市立歴史博物館非公認キャラ
たなカ～ル先生
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
連
続
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
幕
末
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

ー
龍
馬
を
め
ぐ
る
人
々
ー
」
で
す
。

幕
末
期
は
外
患
内
憂
の
激
動
期
で
す
が
、
多
く
の
魅
力
的
な
人
物
が
活
躍
し
た
時
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
物
の
う
ち
、
坂
本
龍
馬
と
直
接
、
間
接
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
重
要
な
人
物
5
人
を
と
り

あ
げ
、
県
内
外
の
研
究
者
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
幕
末
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」
に
つ
い

て
の
研
究
を
す
す
め
て
お
ら
れ
る
第
一
人
者
の
方
か
ら
、
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
最
後
の
企
画
展
「
御
所
を
ま

も
っ
た
土
佐
の
士

サ
ム
ラ
イ

―
藩
邸
史
料
に
み
る
警

衛
の
世
界
―
」
展
が
、
平
成
31
年
３
月
２

日
か
ら
年
度
を
越
え
て
４
月
21
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
。
約
一
か
月
半
と
い
う
短
い
会
期
で

は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
い
た
。

本
展
は
、
館
蔵
（
寄
託
含
む
）
資
料
30

点
に
、
個
人
か
ら
借
用
し
た
３
点
を
加
え
、

派
手
さ
は
な
い
が
充
実
し
た
内
容
の
展
示

と
な
っ
た
。「
土
佐
藩
京
都
藩
邸
史
料
」
か

ら
選
び
出
し
た
16
点
の
古
文
書
を
軸
に
内

容
を
構
成
し
、
第
一
章
で
治
安
が
悪
化
し

た
幕
末
の
京
都
情
勢
、
第
二
章
で
土
佐
藩

に
よ
る
御
所
警
衛
の
実
態
、
第
三
章
で
朝

廷
政
治
・
公
家
社
会
と
武
家
に
よ
る
警
衛

活
動
と
の
関
係
、
第
四
章
で
土
佐
藩
の
御

所
警
衛
の
終
焉
に
伴
う
政
治
的
な
駆
け
引

き
を
取
り
上
げ
た
。

「
警
衛
」
と
い
う
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
定

め
た
こ
と
で
、
特
に
そ
の
分
野
に
関
心
の

あ
る
方
か
ら
の
反
応
は
小
さ
く
な
く
、
内

容
に
つ
い
て
具
体
的
な
質
問
や
指
摘
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
展
の
よ
う
な

堅
い
内
容
に
も
一
定
の
需
要
が
あ
る
こ
と

を
感
じ
た
。
瑣
末
な
テ
ー
マ
で
は
あ
っ
て

も
研
究
の
＂
最
前
線
＂
を
企
画
展
示
と
し

て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
た
こ
と
が
、
本
展

の
大
き
な
意
義
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

一
方
、
展
示
資
料
の
多
く
を
古
文
書
が

占
め
た
こ
と
で
、
一
般
の
来
館
者
に
と
っ

●
場
所　

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

　
　
　
　

新
館
ホ
ー
ル

●
時
間　

各
回
と
も
に
13
時
30
分
〜
15
時
頃

●
対
象　

一
般
（
概
ね
高
校
生
以
上
）

●
定
員　

各
回
と
も
に

100
名
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

ま
で
お
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
A
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
A
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
「
お
名
前
・
ご

住
所
・
電
話
番
号
」を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
に
「
連
続
講
演
会
聴

講
希
望
」と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

★
当
日
は
当
館
駐
車
場
が
混
み
合
う
た
め
、桂

浜
公
園
駐
車
場
か
ら
当
館
ま
で
の
無
料
送

迎
タ
ク
シ
ー
を
実
施
し
ま
す
（
11
時
〜
17
時

実
施
予
定
）。
聴
講
さ
れ
る
方
は
桂
浜
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
講
演
会
を
聴
講
さ
れ
る
方
に
は
、無
料
観
覧

券
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。当
日
設
置
す
る
受

付
に
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

て
や
や
敷
居
の
高
い
展
示
内
容
と
な
っ
た
感

は
否
め
な
い
。
古
文
書
に
書
か
れ
る
内
容
そ

の
も
の
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
内
容
に
現
代
語
訳
を
付

け
た
。
こ
れ
を
じ
っ
く
り
読
め
ば
、
こ
ち
ら

が
伝
え
た
い
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
だ

ろ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
工
夫

に
効
果
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
現
実
も
し

ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。

賛
否
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
展
の
よ

う
な
学
術
的
色
彩
の
強
い
内
容
も
、
歴
史
系

博
物
館
の
ひ
と
つ
の
使
命
と
し
て
積
極
的
に

取
り
扱
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
反
省
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
専
門
的
な

内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
企
画
展
示
を

今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

髙
山
　
嘉
明展示風景の一部。展示台には所狭しと古文書が並んだ。

「
御
所
を
ま
も
っ
た
土
佐
の
士

サ
ム
ラ
イ

」
展
終
了

開催日 演　題 講　師　＊敬称略

6月22日（土）
幕末期の徳川慶喜について　

　－山内容堂の存在も視野に入れて－

家近良樹

（大阪経済大学特別招聘教授）

8月24日（土）
木戸孝允　「藩」をこえた近代日本

　－坂本龍馬ら土佐との関係を交えて－

齊藤紅葉

（三重大学・大阪教育大学非常勤講師、

京都大学大学院法学研究科研修員）

10月26日（土）
坂本龍馬と西郷隆盛　

　－薩長盟約の背景－

落合弘樹

（明治大学文学部教授）

12月14日（土）勝海舟と龍馬をめぐる幕臣たち
樋口雄彦

（国立歴史民俗博物館教授）

令和2年

2月22日（土）

容堂の言葉

　－書状にみる政治観・人生観－

渡部　淳

（高知県立高知城歴史博物館館長）

「
連
続
講
演
会
」
を

　
　
　
今
年
も
開
催
し
ま
す
！



3・龍馬記念館だより

創刊号表紙

こ
の
度
、『
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
研
究
紀
要
』
の
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
本

誌
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
名
称
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
研
究
雑
誌
で
す
。
博
物
館
に
課

さ
れ
た
大
き
な
使
命
に
調
査
・
研
究
が
あ
り
ま
す
。
当
館
で
も
こ
れ
ま
で
様
々
な
調
査
・
研

究
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
媒
体
が
な
い
こ
と
が

一
つ
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
度
新
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
博
物
館
と
し
て

の
機
能
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
の
を
機
に
、
研
究
面
で
も
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
か
ら
、『
研
究
紀
要
』創
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

執
筆
す
る
の
は
、
当
館
の
学
芸
員
で
す
。
守

備
範
囲
も
興
味
関
心
の
方
向
も
異
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
や
活
動
の
中
で
見
つ
か
っ
た

課
題
に
つ
い
て
、
各
自
が
専
門
性
を
も
っ
て
掘

り
下
げ
、
そ
の
成
果
を
文
章
に
ま
と
め
ま
す
。

創
刊
号
は
、
企
画
展
に
関
連
し
た
内
容
の
論
文

が
一
本
、
今
後
当
館
の
展
示
等
の
柱
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
新
収
蔵
資
料
の
概
要
を
示
す
資
料

紹
介
が
二
本
、
そ
し
て
、
新
館
オ
ー
プ
ン
に
伴

う
展
示
室
の
環
境
整
備
の
記
録
と
、
教
育
普
及

事
業
の
事
例
報
告
と
い
う
二
本
の
活
動
報
告
が

揃
い
、
早
速
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
、
年
一
回
定
期
的
に
発
行
し
ま
す
。
日

頃
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
、
専
門
的
知
見
を

も
っ
て
発
表
す
る
場
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
歴
史
系
博
物
館

が
発
行
す
る
研
究
雑
誌
と
し
て
、
一
定
の
評
価

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
質
量
と
も
に
さ
ら
に
充
実
し
た
誌
面
に

し
て
い
く
た
め
に
、
執
筆
者
そ
れ
ぞ
れ
が
努
力

を
重
ね
る
所
存
で
す
。

研
究
誌
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
堅
い
内

容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
展
示
等
と
は
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
当
館
で
お
こ
な
わ
れ
る
研
究

の
最
前
線
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

は
こ
の
『
飛
騰
』
で
も
最
新
号
の
情
報
を
中
心

に
随
時
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
記
事
を
見
つ
け
た
際
は
、
手
に

と
っ
て
御
味
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
本
誌
は
、
全
国
の
都
道
府
県
立
図

書
館
や
、
高
知
県
内
の
公
共
図
書
館
等
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

『
研
究
紀
要
』
創
刊
し
ま
し
た
【
創
刊
号
目
次
】

〈
論
文
〉

　

●
幕
末
期
土
佐
藩
の
清
和
院
門
警
衛
に
つ
い
て
（
髙
山
嘉
明
）

〈
資
料
紹
介
〉

　

●
新
出
龍
馬
書
簡
「
慶
応
二
年
十
二
月
四
日　

坂
本
権
平
家
族
一
同
宛
」
考
（
前
田
由
紀
枝
）

　

●
平
成
二
十
九
年
度
寄
贈
・
坂
本
直
関
係
資
料
に
つ
い
て
―
概
要
と
目
録
―
（
亀
尾
美
香
）

〈
活
動
報
告
〉

　

●
展
示
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
―
経
過
・
対
処
・
見
通
し
―
（
三
浦
夏
樹
）

　

●
教
育
普
及
事
業
「
歴
史
新
聞
づ
く
り
に
挑
戦
」（
河
村
章
代
）
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一
瞬
で

　

命
の
や
り
取
り
を
覚
悟

（
要
約
）
慶
応
二
年
八
月
一
五
日
の

夜
先
輩
で
あ
る
高
橋
是
之
進
ら
三
人

と
父
、
父
と
同
年
配
の
者
の
五
人
が
、

風
呂
屋
か
ら
の
帰
り
に
、
五
条
橋
の

橋
下
に
あ
る
娯
楽
場
へ
立
ち
寄
っ
た

時
の
話
で
あ
る
。

揚
弓
場
と
い
う
小
さ
い
弓
を
用
い

る
射
的
場
で
、
五
人
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
程
度
の
店
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
三

人
の
若
い
侍
が
入
っ
て
き
て
、
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
舌

打
ち
し
な
が
ら
出
て
行
っ
た
。「
土

州
だ
、
土
州
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。

な
ま
り
か
ら
会
津
藩
士
と
す
ぐ
に
分

か
っ
た
。
遊
び
終
わ
っ
て
外
へ
出
て
、

河
原
か
ら
土
手
へ
上
が
る
と
、
五
条

橋
の
欄
干
に
腰
を
掛
け
て
い
た
先
ほ

ど
の
三
人
が
、
欄
干
を
離
れ
て
向

か
っ
て
き
た
。「
や
る
ぞ
。
子
ど
も

は
あ
ぶ
な
い
。
い
ん
じ
ょ
れ（
帰
れ
）」

と
高
橋
は
年
少
者
を
帰
ら
せ
、
会
津
藩
の
三

人
と
す
れ
違
い
ざ
ま
に
激
し
い
斬
り
合
い
と

な
っ
た
。
年
少
者
の
二
人
は
藩
邸
に
走
っ
て

帰
り
、し
ば
ら
く
す
る
と
高
橋
ら
三
人
も
帰
っ

て
き
た
。
結
末
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

の
日
は
就
寝
し
た
が
、
年
少
者
二
人
は
結
末

が
気
に
な
り
、
翌
早
朝
、
五
条
橋
へ
行
っ
た
。

す
る
と
、
橋
の
下
に
一
人
の
侍
の
死
体
が
う

つ
む
け
に
な
っ
て
い
た
。

以
上
が
要
約
で
あ
る
が
、
現
代
で
は
考
え

ら
れ
な
い
事
件
で
、
こ
れ
を
読
ん
だ
時
、
幕

末
京
都
の
空
気
感
を
感
じ
た
気
が
し
た
。
両

者
と
も
一
瞬
で
命
の
や
り
取
り
を
覚
悟
し
た

の
だ
。

　

龍
馬
は
豪
胆
な
性
格
？

似
た
よ
う
な
事
件
が
当
館
所
蔵
の
土
佐
藩

京
都
藩
邸
史
料
に
も
出
て
く
る
。
こ
ち
ら

は
、突
然
抜
刀
し
て
き
た
他
藩
の
者
に
対
し
て
、

上
手
く
対
応
し
た
。
藩
か
ら
「
取
扱
方
行
届

候
趣
」
に
よ
り
、
褒
美
と
し
て
、
切
米
一
石

が
加
増
さ
れ
、
苗
字
も
許
さ
れ
、
格
式
も
組

外
に
昇
進
し
た
。
具
体
的
に
は
書
か
れ
て
い

な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
「
取
り
扱
い
」
を
し

た
か
が
分
か
ら
な
い
が
、
逃
げ
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
の
で
、
立
ち
向
か
っ
た
こ
と
は
確

か
だ
。

他
に
も
藩
邸
史
料
に
は
、
祇
園
を
六
人
の

土
佐
藩
士
が
歩
い
て
い
る
と
一
人
の
男
と
す

れ
違
い
、
最
後
尾
を
歩
い
て
い
た
細
木
繁
馬

が
斬
ら
れ
る
事
件
が
あ
る
。
他
の
五
人
が
犯

人
を
追
い
か
け
る
も
取
り
逃
が
し
て
し
ま
い
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
歩
い
て
い
る
だ
け
で
こ
ん
な
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
る
の
だ
か
ら
、
全
く
気
が
抜
け

な
い
時
代
だ
。
龍
馬
の
行
動
を
見
る
と
、
比

較
的
不
用
心
な
印
象
を
受
け
る
し
、
暗
殺
直

前
に
は
、
何
度
も
夜
、
幕
臣
の
永
井
尚
志
を

訪
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
当
然
こ
う
い
う
事

件
を
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
の
で
、
余
程
豪

胆
な
性
格
な
の
か
、
も
し
く
は
腕
に
自
信
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

時
代
の
空
気
感
＝
雰
囲
気

歴
史
を
扱
う
ド
ラ
マ
や
漫
画
で
、
私
が
「
こ

れ
は
面
白
い
」
と
感
じ
る
も
の
は
、
や
は
り

こ
う
い
う
時
代
の
空
気
感
を
表
す
の
が
上
手

い
作
品
で
あ
る
。
そ
の
筆
頭
は
『JIN

︲
仁
』

で
あ
る
。
殺
伐
と
し
た
面
だ
け
で
は
な
く
、

江
戸
時
代
の
日
本
の
良
さ
も
感
じ
さ
せ
る
作

品
だ
っ
た
。
私
は
常
々
博
物
館
の
展
示
も
同

じ
だ
と
考
え
て
い
る
。
時
代
の
空
気
感
＝
雰

囲
気
を
上
手
く
表
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ

り
来
館
者
の
理
解
の
助
け
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
。
な
か
な
か
理
想
的
な
展
示
は
で
き

て
い
な
い
が
、
今
後
も
目
標
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

細木繁馬

　
高
知
の
偉
大
な
郷
土
史
家
で
あ
り
︑﹃
坂
本
龍
馬
　
海
援
隊
始
末
記
﹄

や
﹃
龍
馬
の
す
べ
て
﹄
の
著
者
で
あ
る
平
尾
道
雄
は
︑
明
治
三
十
三

（
一
九
〇
〇
）
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
︒
そ
の
自
叙
伝
的
な
随
想
録
﹃
歴
史

の
森
﹄
に
興
味
深
い
話
が
載
っ
て
い
る
︒

　
平
尾
の
父
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
の
生
ま
れ
で
︑
慶
応
二

（
一
八
六
六
）
年
に
祖
父
の
名
代
と
し
て
︑
一
五
歳
で
足
軽
隊
に
編
入
し
︑

京
都
警
備
に
行
っ
た
︒
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
そ
の
時
の
体
験
を
父

か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
︒
紙
面
に
限
り
が
あ
る
の
で
要
約
し
て
紹
介
す
る
︒



5・龍馬記念館だより

　
現
在
、
坂
本
龍
馬
の
書
簡
は
ほ
と
ん
ど
が
活

字
と
な
り
、
書
籍
等
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
文
体
は
活
字
で
十
分
味
わ
え

る
が
、
文
字
や
筆
運
び
な
ど
は
写
真
、
も
し
く

は
当
館
で
展
示
し
て
い
る
よ
う
な
真
物
や
複
製

で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。

　
龍
馬
書
簡
に
は
、
墨
塗
り
等
で
「
直
し
た
」

箇
所
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
実
は
そ
の
「
直
し

た
」
箇
所
に
は
、
単
な
る
書
き
間
違
い
の
訂
正

と
、推
敲
で
直
さ
れ
た
箇
所
の
二
通
り
が
あ
る
。

特
に
「
直
し
た
」
箇
所
の
多
い
慶
応
2
年
12
月

4
日
付
権
平
・
一
同
宛
書
簡
で
は
、
断
簡
6
枚

中
墨
塗
り
が
18
箇
所
、
四
角
で
囲
っ
た
箇
所
が

1
箇
所
あ
る
が
、大
半
が
推
敲
の
跡
と
み
え
る
。

家
族
宛
の
手
紙
で
、
い
や
家
族
宛
だ
か
ら
な
の

か
、
随
分
な
「
り
ぐ
り
よ
う
」
で
あ
る
（
土
佐

弁
の
「
り
ぐ
る
」
は
「
念
を
入
れ
る
」
の
意
）。

　
ご
来
館
さ
れ
る
お
客
様
に
「
素
晴
ら
し

い
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
る
の

は
、
龍
馬
さ
ん
や
幕
末
に
関
す
る
資
料
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
高
知
が
誇

る
豊
か
な
自
然
、
眼
下
に
広
が
る
太
平

洋
！
海
は
屋
上
や
駐
車
場
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
が
、
今
回
は
本
館
二
階
南
側

に
あ
る
、「
海
の
見
え
る
・
ぎ
ゃ
ら
り
い
」

か
ら
も
う
一
つ
階
段
を
上
が
っ
た
場
所
、

「
海
を
眺
め
る
休
憩
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
配
し
た
そ
の
場
所

は
自
動
販
売
機
も
設
置
し
て
お
り
、
ド
リ

ン
ク
を
お
飲
み
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
お
休
み
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
目
前
に
は
青
く
広
い
海
。
窓
か
ら
目

を
落
と
す
と
、春
に
は
桜
が
満
開
と
な
り
、

新
緑
の
季
節
や
夏
に
は
緑
の
葉
や
木
々
が

ま
ぶ
し
い
日
差
し
を
や
わ
ら
げ
て
く
れ

て
い
る
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
龍
馬
さ
ん
宛
て
に
手
紙
を

書
け
る
「
拝
啓
龍
馬
殿
」
の
コ
ー
ナ
ー
も

　
例
え
ば
写
真
部
分
「
徳
川
氏
の
御
為
に
な

ら
ぬ
と
申
…
」
に
続
く
部
分
で
は
、「
来
□

□
よ
し
ナ
リ
」
を
墨
で
消
し
「
て
せ
ひ
殺
よ

ふ
と
の
事
の
よ
し
」
と
右
側
に
書
き
加
え
て

い
る
。
墨
塗
り
部
分
が
判
読
で
き
な
い
の
が

残
念
だ
が
、
比
較
で
き
れ
ば
作
文
を
し
て
い

る
龍
馬
の
脳
内
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
四
角
で
囲
っ
た
部

分
は
「
左
馬
助
」
を
消
し
、「
池
蔵マ

マ太
」
と

書
き
直
し
て
い
る
。
池
内
蔵
太
の
変
名
「
細

川
左
馬
之
助
」
を
書
こ
う
と
し
た
が
、
土
佐

の
家
族
に
は
本
名
の
方
が
通
じ
る
と
考
え

た
、
龍
馬
の
思
考
回
路
に
た
ど
り
着
け
る
。

　
こ
の
書
簡
は
従
来
写
に
よ
っ
て
内
容
の
み

が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
原
資
料
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
で
、
原
文
通
り
に
写
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
加
え
て
、
活

字
化
す
る
過
程
に
お
い
て
は
「
直
し
た
」
文

章
を
採
用
し
、
直
す
前
の
文
言
は
大
抵
落
と

さ
れ
て
し
ま
う
。
龍
馬
が
「
り
ぐ
っ
て
」
文

を
直
し
た
こ
と
す
ら
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

　
く
ず
し
字
を
あ
ま
り
読
め
な
く
て
も
、

じ
っ
く
り
画
像
で
龍
馬
の
文
章
を
味
わ
う
。

そ
う
い
う
機
会
を
ぜ
ひ
大
切
に
し
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

亀
尾
美
香

あ
り
、
龍
馬
さ
ん
に
熱
き
想
い
を
馳
せ
、
抱

え
る
悩
み
や
、
新
た
な
決
意
な
ど
、
皆
様

胸
の
内
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
龍
馬
さ
ん
に

綴
っ
て
い
か
れ
ま
す
。「
こ
の
広
い
海
を
眺

め
て
い
た
ら
小
さ
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
た

こ
と
が
ば
か
ば
か
し
く
思
え
て
き
た
。
気

持
ち
新
た
に
頑
張
る
よ
。」
同
じ
思
い
を
抱

く
お
客
さ
ま
も
き
っ
と
少
な
く
な
い
は
ず
。

訪
れ
る
お
客
様
の
気
持
ち
を
開
放
的
に
し

て
く
れ
る
の
も
龍
馬
さ
ん
の
魅
力
で
も
あ

り
ま
す
が
、
目
の
前
に
広
が
る
青
い
海
も

一
役
買
っ
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
ご
利
用
の
方
は

ス
ロ
ー
プ
か
ら
お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
。

　
記
念
館
に
お
越
し
の
際
は
休
憩
コ
ー
ナ
ー

に
も
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

宮
﨑
圭
子

墨
塗
り
の
下
に
は
…

龍
馬
の

　
　  
手
紙

03

私
の

お
す
す
め

『
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
in

  

龍
馬
記
念
館
』 No.3
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成
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年
3
月
21
日
～
令
和
元
年
6
月
20
日

『
龍
馬
伝
』を
見
て
、高
知
へ
の
転
勤
を
希
望
し
、高

知
で
の
生
活
も
丸
七
年
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
高
知

で
の
生
活
も
四
月
の
異
動
で
あ
と
一
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
な
り
に
龍
馬
さ
ん
を
見
習
っ
て
一
生
懸
命
何
事
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、少
し
は
龍
馬
さ
ん
に
褒
め

て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
か
。次
の
異
動
先
で
も
高
知
で
の
頑

張
り
と
同
じ
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
（
3
月
21
日
　
徳
島
　

T
・
T
　
36
歳
　
男
性
）

こ
の
土
佐
に
生
ま
れ
て
早
18
年
。生
ま
れ
た
こ
の
地

か
ら
離
れ
る
時
が
来
ま
し
た
。将
来
の
夢
を
見
つ
け
、

そ
れ
を
叶
え
る
た
め
に
私
の
船
は
大
海
原
へ
と
出
航
し
ま

す
。坂
本
龍
馬
の
「
日
本
を
今
一
度
洗
濯
し
候
」と
言
っ
た
よ

う
に
、
私
も
世
の
た
め
人
の
た
め
と
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

き
ま
す
。

（
3
月
21
日
　
高
知
　

S
・
M
　
18
歳
　
女
性
）

ぼ
く
は
さ
か
本
り
ょ
う
ま
さ
ん
が
大
す
き
で
す
。ぼ

く
も
、
り
ょ
う
ま
さ
ん
み
た
い
に
、
大
き
な
ゆ
め
や

も
く
ひ
ょ
う
を
も
っ
て
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
や
が
い
こ
く
へ

い
っ
て
み
た
い
で
す
。ぼ
く
は
し
ょ
う
ら
い
う
ち
ゅ
う
か
が

く
し
ゃ
に
な
り
た
く
て
、い
つ
も
よ
る
の
ほ
し
を
な
が
め
て

い
ま
す
。り
ょ
う
ま
さ
ん
が
大
き
な
う
み
を
な
が
め
て
い
る

よ
う
に
、ぼ
く
も
は
て
し
な
い
う
ち
ゅ
う
を
か
ん
が
え
な
が

ら
、夜
の
星
を
な
が
め
て
い
き
ま
す
。

（
3
月
21
日
　
高
知
　

Y
・
K
　

7
歳
　
男
子
）

日
本
は
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
い
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？（
あ
と
、素
敵
な
人
は
ど
こ
に
居
ま
す
か
）

（
3
月
22
日
　
埼
玉
　

Y
・
N
　
30
歳
　
女
性
）

全
て
が
か
っ
こ
よ
く
勇
ま
し
い
。こ
う
い
う
人
間
に

私
も
な
り
た
い
。
見
て
て
く
だ
さ
い
龍
馬
様
、
私
の

生
き
様
。

（
3
月
26
日
　
神
奈
川
　

A
・
M
　
22
歳
　
男
性
）

ぼ
く
は
来
た
の
が
2
回
目
で
す
。
今
日
は
家
族
と

い
っ
し
ょ
に
車
で
き
ま
し
た
。龍
馬
の
残
し
た
言
葉

を
一
つ
覚
え
ま
し
た
。わ
れ
の
な
す
こ
と
は
わ
れ
の
み
ぞ
し

る
で
す
。
え
い
ぞ
う
な
ど
も
見
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
前
よ

り
も
く
わ
し
く
な
っ
た
よ
う
な
き
が
し
ま
す
。い
つ
ま
で
も

こ
の
場
所
を
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
3
月
28
日
　
兵
庫
　

S
・
N
　
10
歳
　
男
子
）

幕
末
と
い
う
げ
き
ど
う
の
時
代
を
か
け
ぬ
け
た
坂

本
龍
馬
は
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
て
、ち
ょ
う
せ
ん
す

る
勇
気
を
も
っ
て
い
る
人
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。今
も

昔
も
人
と
ち
が
っ
た
考
え
方
、何
か
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
動

く
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
そ
ん

な
な
か
で
時
代
を
変
え
る
、日
本
を
変
え
る
た
め
に
う
ご
い

た
龍
馬
さ
ん
の
精
神
や
姿
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
何
か
に
ち
ょ
う
せ
ん
す
る
と
き
、
私
は
龍
馬

さ
ん
の
言
葉
や
姿
を
思
い
出
し
な
が
ら
ち
ょ
う
せ
ん
す
る

勇
気
を
も
っ
て
行
動
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
3
月
29
日
　
兵
庫
　

A
・
T
　
12
歳
　
女
子
）

念
願
叶
い
土
佐
桂
浜
に
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

高
校
三
年
生
の
多
感
な
頃
に
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の

本
に
出
会
い
、
龍
馬
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
大
き
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
。結
婚
し
、子
ど
も
も
で
き
、家
族
で
土

佐
高
知
を
楽
し
み
ま
す
。生
き
る
か
て
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
龍
馬
さ
ん
に
、た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。

（
3
月
30
日
　
東
京
　

H
・
T
　
50
歳
　
男
性
）

「
生
き
残
る
種
と
は
、
最
も
強
い
も
の

で
は
な
い
。
最
も
知
的
な
も
の
で
も
な
い
。

そ
れ
は
、
変
化
に
最
も
よ
く
適
応
し
た
も

の
で
あ
る
。」
は
、
１
８
５
９
年
（
安
政
６
年
、

龍
馬
25
歳
の
時
）
に
、
現
代
生
物
学
の
基

礎
と
な
る
「
種
の
起
源
」
を
発
表
し
た
イ
ギ

リ
ス
の
自
然
科
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
言
葉
で
あ
る
。

記
念
館
の
施
設
や
展
示
が
刷
新
さ
れ
て

一
年
余
。
環
境
の
変
化
に
適
応
し
て
、
地

域
の
博
物
館
と
し
て
期
待
さ
れ
る
機
能
を

発
揮
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
運
営
に
携

わ
る
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
に
問

い
か
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
点

検
す
る
こ
と
を
怠
れ
な
い
。

環
境
や
情
勢
の
変
化
を
機
敏
に
読
み
取

り
、
柔
軟
に
対
応
す
る
と
言
え
ば
、
頭
に

浮
か
ぶ
龍
馬
に
関
し
て
の
逸
話
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
大
正
3
年
に
出
版
さ
れ
た
千

頭　

清
臣
氏
の
「
坂
本　

龍
馬
」
で
紹
介

さ
れ
た
も
の
で
、「
或
る
日
、
龍
馬
途
上
に

同
志
檜
垣
清
治
に
会
ひ
、
其
の
長
刀
を
帯

ぶ
る
を
見
て
、
無
用
の
長
物
、
緩
急
に
応

ず
る
能
は
ざ
ら
ん
と
言
ひ
、
自
ら
の
短
刀

を
示
せ
し
か
ば
檜
垣
大
い
に
悟
る
所
あ
り
、

長
刀
を
棄
て
短
刀
を
帯
び
、
重
ね
て
龍
馬

に
会
ふ
。
龍
馬
短
銃
を
執
り
、
轟
然
一
丸

を
放
ち
て
曰
く
、
是
れ
西
洋
の
新
武
器
な

り
と
。
数
旬
を
経
て
檜
垣
ま
た
龍
馬
と
邂

逅
す
。
龍
馬
曰
く
『
将
来
は
武
の
み
を
以
て

立
つ
べ
か
ら
ず
、
学
問
が
必
要
な
り
。
僕

今
や
万
国
公
法
を
読
む
、
頗
る
面
白
し
』
と
。

龍
馬
が
時
勢
に
適
応
す
る
も
の
概
ね
斯
く

の
如
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

龍
馬
の
環
境
変
化
へ
の
適
応
力
と
先
見

性
の
高
さ
を
表
す
も
の
と
し
て
広
く
知
ら

ここは館長の部屋 髙松　清之

龍
馬
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
？！

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
な
ど

に
よ
り
、
檜
垣
は
、
そ
の
時
期
に
は
、

容
堂
公
を
警
護
し
て
江
戸
へ
と
向
か

う
途
中
で
土
佐
藩
士
を
誤
っ
て
殺
害

し
た
罪
で
終
身
禁
固
刑
と
な
り
、
土

佐
で
投
獄
さ
れ
て
い
た
（
明
治
6
年

に
赦
免
）
た
め
、
こ
う
し
た
龍
馬
と

の
出
会
い
は
あ
り
得
な
い
と
さ
れ
、

現
在
で
は
、
こ
の
話
は
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
さ
れ
て
い
る
。

史
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

は
、
博
物
館
や
研
究
者
に
与
え
ら
れ

た
大
事
な
使
命
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
龍
馬
に
纏
わ
る
興
味
深
い
物
語
が

虚
構
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

は
、
私
を
含
め
一
抹
の
寂
し
さ
を
感

じ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
致
し
方
無
い
。　

な
お
、
こ
の
話
に
登
場
す
る
檜
垣

が
再
び
維
新
の
歴
史
の
舞
台
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
の
が
、
西
南
戦
争
で
あ

る
。
明
治
10
年
３
月
、
こ
の
戦
争
で

の
最
大
の
激
戦
と
な
っ
た
田
原
坂
で

の
戦
い
が
終
盤
に
差
し
掛
か
ろ
う
と

し
て
い
た
頃
、
檜
垣
直
枝
（
清
治
）

は
、
政
府
軍
の
豊
後
口
警
視
隊
の
指

揮
官
と
し
て
二
重
峠
（
阿
蘇
市
）
で

の
戦
い
に
臨
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
後
明
治
27
年
に
没
、
55
歳
。

　

龍
馬
と
の
邂
逅
が
無
か
っ
た
と
し

て
も
、
龍
馬
が
扉
を
押
し
あ
け
た
維

新
の
激
動
の
中
で
、
様
々
な
変
化
に

適
応
し
な
が
ら
、
逞
し
く
生
き
た
人

生
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
の
想
い
が
巡

る
。
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お
久
し
ぶ
り
で
す
ね
！
奈
良
か
ら
3
ヶ
月
ぶ
り
に

龍
馬
さ
ん
に
会
い
に
来
ま
し
た
。
こ
の
3
ヶ
月
間
、

高
知
に
行
っ
て
龍
馬
さ
ん
に
会
う
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と

楽
し
み
に
し
て
、日
々
の
勉
強
や
部
活
を
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
学
校
に
も
龍
馬
グ
ッ
ズ
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
っ
て
、

龍
馬
さ
ん
の
素
晴
ら
し
さ
や
か
っ
こ
よ
さ
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
の
で
す
が
、最
近
は
前
ま
で
興
味
が
な
さ
そ
う
だ
っ

た
友
人
も
段
々
、
龍
馬
さ
ん
の
良
さ
を
理
解
し
は
じ
め
、
龍

馬
さ
ん
の
話
を
せ
が
ま
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
り
ま
し
た

（
笑
）
龍
馬
さ
ん
の
で
っ
か
い
心
と
柔
軟
な
思
想
は
本
当
に

私
の
憧
れ
で
、い
つ
も
ま
で
も
私
の
理
想
の
国
際
人
で
す
！

大
好
き
で
す
！

（
3
月
31
日
　
奈
良
　

M
・
Y
　
16
歳
　
女
性
）

龍
馬
さ
ん
が
〝
ゆ
う
き
〞を
持
っ
て
脱
藩
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
今
の
平
和
な
日
本
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。２
０
１
９
年
の
5
月
1
日
か
ら
日
本
は
新
し

い
年
号
に
変
わ
り
ま
す
。明
治
↓
大
正
↓
昭
和
↓
平
成
と
な

り
そ
し
て
「
令
和
」に
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
龍
馬
さ
ん
が

目
指
し
た
平
和
の
世
の
中
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
4
月
2
日
　
神
奈
川
　

M
・
T
　
14
歳
　
女
性
）

私
は
マ
ン
ガ
の
『
お
〜
い
！
竜
馬
』を
読
ん
で
ど
は

ま
り
し
ま
し
た
。こ
こ
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。展
示
室
で
興
奮
し
て
母
に
力
説
し
ま
し

た
。と
く
に
私
は
お
龍
あ
て
に
龍
馬
が
書
い
た
手
紙
が
一
通

し
か
な
か
っ
た
、他
は
焼
き
捨
て
ら
れ
た
こ
と
に
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。私
が
一
番
好
き
な
偉
人
は
坂
本
龍
馬
で
す
！
ま
た

来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
4
月
6
日
　
岡
山
　

H
・
O
　
12
歳
　
女
子
）

初
め
ま
し
て
。私
が
貴
方
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
小

学
一
年
生
の
頃
。教
室
に
置
い
て
あ
っ
た
貴
方
の
伝

記
を
読
ん
で
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
身
体
が
弱
く
、

自
分
に
自
信
が
な
か
っ
た
私
も
、い
つ
か
貴
方
の
よ
う
に
強

く
素
敵
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。高
知
に
行
き
た

い
と
憧
れ
続
け
、
漸
く
こ
ち
ら
へ
来
れ
ま
し
た
。
貴
方
の
見

て
い
た
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

（
4
月
13
日
　
大
阪
　

S
・
I
　
25
歳
　
女
性
）

自
分
も
高
知
の
男
と
し
て
、自
由
、夢
、志
す
べ
て
全

力
で
つ
ら
ぬ
き
と
お
し
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
前
、

龍
馬
さ
ん
が
登
っ
た
高
千
穂
峰
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の

時
、こ
の
前
述
し
た
3
つ
が
何
と
な
く
わ
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
本
当
に
し
ん
ど

い
け
ど
頂
上
に
立
っ
た
時
、そ
れ
は
幸
せ
な
も
の
に
変
わ
る

と
理
解
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
生
き
て
、
途
中

し
ん
ど
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
頂
上
ま
で
景
色
が
見
え
る
ま

で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
4
月
28
日
　
高
知
　

K
・
M 

　
23
歳
　
男
性
）

り
ょ
う
ま
は
す
ご
い
ひ
と
だ
か
ら
お
さ
つ
に
の
っ

て
ほ
し
い
。

（
4
月
30
日
　
愛
知
　

T
・
F
　

7
歳
　
男
子
）

平
成
か
ら
令
和
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
日
、や
っ

と
長
年
の
夢
「
竜
馬
が
亡
く
な
っ
た
33
才
に
高
知
に

行
く
！
」が
実
現
し
ま
し
た
（
正
確
に
は
数
え
で
33
才
…
！
）。

今
こ
う
し
て
自
由
に
3
人
の
子
ど
も
達
と
世
界
中
を
旅
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
の
も
、龍
馬
が
そ
の
み
ち
し
る
べ
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
か
ら
。
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が

と
う
。

（
4
月
30
日
　
愛
知
　

H
・
K
　
31
歳
　
女
性
）

土
佐
の
高
知
に
遊
び
に
来
て
2
日
目
。桂
浜
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。今
日
か
ら
年
号
は
令
和
に
変
わ
り
ま

す
。龍
馬
さ
ん
が
こ
の
時
代
を
生
き
て
い
た
ら
…
ど
ん
な
ふ

う
に
思
う
の
で
し
ょ
う
ね
。こ
の
令
和
が
戦
争
の
な
い
〝
生

き
て
い
て
楽
し
い
時
代
〞に
な
る
よ
う
見
守
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
博
物
館
に
来
て
、
改
め
て
龍
馬
さ
ん
の
凄
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。（

5
月
1
日
　
広
島
　

K
・
O
　
59
歳
　
男
性
）

本
日
、
令
和
元
年
五
月
一
日
に
、
こ
の
場
所
に
来
れ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
さ
に
「
日
本
の
夜
明

け
ぜ
よ
」
に
ふ
さ
わ
し
い
日
で
す
。
坂
本
先
生
が
土
佐
の
為

に
、新
し
い
日
本
の
為
に
と
あ
つ
い
想
い
が
あ
っ
て
の
今
だ

と
思
い
ま
す
。
私
も
坂
本
先
生
の
よ
う
に
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
熱
意
を
も
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。坂
本
先

生
は
人
生
の
師
で
す
。

（
5
月
1
日
　
和
歌
山
　

S
・
S
　
35
歳
　
女
性
）

前
略
、
前
日
ま
で
の
雨
が
う
そ
の
様
に
晴
天
の
中
、

桂
浜
を
訪
ね
る
こ
と
が
出
来
て
幸
せ
で
す
。龍
馬
殿

が
生
ま
れ
育
っ
た
土
佐
に
来
て
、歴
史
と
お
い
し
い
食
べ
物

と
素
晴
ら
し
い
自
然
の
中
、
楽
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

明
日
帰
り
ま
す
が
、ま
た
い
つ
か
龍
馬
殿
の
生
ま
れ
育
っ
た

土
佐
に
来
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
妻
と
二
人
の
旅
行
に
て
。

草
々

（
5
月
2
日
　
福
島
　

S
・
T
　
52
歳
　
男
性
）

こ
の
前
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
こ
の
記
念
館
に
来
ま
し
た
。人
が
と
て

も
多
か
っ
た
で
す
よ
。何
年
経
っ
て
も
坂
本
さ
ん
は
大
人
気

で
す
よ
！
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。そ
れ
と
桂
浜
に
も
初
め
て

来
ま
し
た
。私
は
果
て
が
な
い
海
と
い
う
も
の
を
初
め
て
見

ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。
こ
の
海
の
向
こ
う
に
世

界
が
広
が
っ
て
い
る
と
思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
鳥
が
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。そ
れ
に
し
て
も
時
代

が
す
ぎ
る
の
は
早
い
で
す
ね
。そ
れ
に
く
ら
べ
て
人
は
す
ぐ

死
ん
で
し
ま
う
の
で
残
念
で
す
。で
も
こ
う
か
い
し
な
い
よ

う
に
生
き
て
み
せ
ま
す
ん
で
、よ
か
っ
た
ら
見
て
て
く
だ
さ

い
ね
！

（
5
月
4
日
　
愛
媛
　

H
・
O
　
13
歳
　
女
子
）

N 

H 

K
の
『
龍
馬
伝
』を
観
て
か
ら
ず
っ
と
ず
っ
と

こ
の
坂
本
龍
馬
記
念
館
、桂
浜
に
来
た
か
っ
た
の
で

す
！
道
に
迷
っ
た
長
男
に
こ
の
広
が
る
海
、龍
馬
の
心
の
広

さ
、夢
の
大
き
さ
に
少
し
で
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
お
手
紙
楽
し
く
読

ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。又
か
な
ら
ず
き
た
い
で
す
。

（
5
月
4
日
　
兵
庫
　

K
・
K
　
48
歳
　
女
性
）

半
年
ぶ
り
の
桂
浜
（
ま
ぁ
年
中
行
事
で
す
が
…
）。以

蔵
さ
ん
の
墓
参
か
ら
武
市
先
生
記
念
館
、そ
し
て
拝

啓
龍
馬
殿
！
皆
さ
ん
の
〝
志
〞が
あ
っ
た
か
ら
現
在
が
あ
り

ま
す
。
次
の
世
代
へ
と
そ
の
〝
志
〞
を
つ
な
い
で
参
り
ま
す

よ
！
み
ん
な
ぁ
と
一
緒
に
！

（
5
月
11
日
　
岡
山
　

R
・
F
　
61
歳
　
男
性
）

男
の
ロ
マ
ン　

素
敵
ぜ
よ
！

（
5
月
22
日
　
愛
知
　

K
・
K
　
60
歳
　
男
性
）

三
十
余
年
前
、
貴
殿
に
憧
れ
、
県
外
か
ら
高
知
大
学

に
入
学
し
ま
し
た
。美
術
の
彫
塑
を
学
ん
で
い
た
関

係
か
ら
貴
殿
の
緑
青
の
塗
り
替
え
や
、貴
殿
の
像
を
含
む
群

像
の
心
棒
を
組
ま
せ
て
頂
い
て
光
栄
で
し
た
。在
学
中
は
記

念
館
オ
ー
プ
ン
前
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、三
十
年
近
く
を
経

て
よ
う
や
く
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
当
時
の

想
い
等
を
ト
レ
ー
ス
し
て
い
く
う
ち
に
、い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
初
心
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
指
針
で

居
続
け
て
く
だ
さ
い
。迷
う
事
が
あ
れ
ば
ま
た
会
い
に
来
ま
す
。

（
5
月
24
日
　

Y
　
50
歳
　
男
性
）

龍
馬
さ
ん
の
こ
と
が
知
り
た
く
て
埼
玉
か
ら
来
ま

し
た
。計
画
力
も
実
行
力
に
も
乏
し
い
私
が
一
人
旅

な
ん
て
、と
両
親
も
友
人
も
何
よ
り
私
自
身
も
驚
い
て
い
ま

す
。
一
人
き
り
の
心
細
さ
も
初
め
て
の
こ
と
へ
の
不
安
も
、

全
て
龍
馬
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
土
佐
に
行
っ
て
み
た

い
！
と
い
う
わ
く
わ
く
が
追
い
放
っ
て
く
れ
ま
し
た
。私
を

突
き
動
か
し
て
く
れ
た
龍
馬
さ
ん
に
感
謝
で
す
。明
日
埼
玉

へ
帰
り
ま
す
。
桂
浜
の
潮
風
に
吹
か
れ
て
、
一
皮
も
二
皮
も

剥
け
た
私
を
よ
お
見
と
お
せ
！
と
い
う
気
持
ち
で
み
ん
な

に
こ
じ
ゃ
ん
と
思
い
出
話
を
聞
か
せ
る
つ
も
り
で
す
。き
っ

と
次
は
だ
れ
か
と
一
緒
に
来
ま
す
ね
。

（
5
月
24
日
　
埼
玉
　

M
・
T
　
25
歳
　
女
性
）
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入　館　状　況
2019年6月20日現在

（1991年11月15日開館以来 27年218日）
◆総入館者数� 4,190,035人
◆グランドオープンまで　　  3,936,760人
（2017年4月1日～2018年4月20日休館）

■グランドオープン（2018年4月21日）以来  253,275人

編集後記
去る４月21 日、当館はリニューアルオープン１周年を迎えました。そして、その後
は、新旧の年号をまたいでの怒濤の10 連休。館内は大賑わいとなりました。この間、リ
ニューアルオープン直後となった昨年のゴールデンウィーク期間中とほぼ同数のお客
様をお迎えすることができました。これが10連休効果だったのかどうかは分かりませ
んが、幸先の良い２年目のスタートを切ることができ、ひとまず安堵しています。勝負の
２年目の思いを抱いて、夏を迎えたいと思います。（た）

■ 「幕末の志士人気ベスト10」展に集まった声
4月25日から開催している「幕末の志士人気ベスト10」展、それぞれのパネル
写真の前で熱心に、また興味深くご覧いただいた皆様からお伺いした、お気
に入りや関心のある人物の印象・ご感想を紹介します。

やはり龍馬です。それにしてもみんな若くして亡くなったのですね。（男性）

岡田以蔵の、知られていない闇の部分にとても興味があります。ただ岡

田以蔵の写真がないのは残念です。背格好とか何もわからないんですか

ね？（男性）

ジョン万次郎に関心があります。自分の立場的にジョン万次郎の役割に

似ているのではないかと思います。仕事柄、海外に進出したい方をサポー

トするような事をしていますので。(男性)

やっぱり龍馬でしょう。前向きなところがイイね。

テレビの番組表なんかに「龍馬」の名前があったら

見とうなるもんね。ここへも何回か来たよ。武市は

入ってないがやね。時代によっても選ばれる人が違

うろうかね。（女性）

大河ドラマの「龍馬伝」をビデオで最近見て、ここへ来たくなりました。龍馬については薩長同盟や大政奉還位しか知らなかっ

たけれど、行動力の有る人物だなと思いました。こういうベスト10のような形で展示が見られると、どんな人物が選ばれて

いるかがよく分かるし、僕は２位になっているジョン万次郎についてもっと知りたくなりました。(ご夫婦)

やっぱり龍馬を見に来ているので龍馬やろう。そんなに歴史には詳しくないけど、武田鉄矢のイメージが強く、まっ

すぐ前に進んでいくという印象やね。今日は鳥取から連れと来てガイド役です。僕はもう3回目。（男性）

僕は徳川慶喜ですかね、大政奉還をやった。彼の大河ドラマを作って欲しい。

私は土方歳三か近藤勇、やはり新選組ですね。五稜郭へも行ったし。（ご夫婦）

武市半平太が入っていないのが残念。僕は愛媛だけど四国の偉人がい

いですね。（男性）

僕は家内が歴史好きで一緒に来ただけで、歴史には興味がなくてよくわ

かんないんです…。（男性）

久坂玄瑞です。昔読んだ本の印象で、高杉晋作よりも久坂の方に興味を持ちました。彼のあらぶれない所が好

きです。それとジョン万次郎が大河ドラマになればおもしろいものが出来ると思います。（女性）

龍馬が好きです。でもマンガの影響でジョン万次郎

も好きです。(男性)

今日龍馬について色々見て来て、これをきっかけに

勉強したいと思いました。（男性）

皆様、率直なご感想・ご協力、
ありがとうございました。中村　昌代

総得票数“４４１８票”
１位　坂本　龍馬
２位　ジョン万次郎
３位　西郷　隆盛
４位　勝　海舟
５位　高杉　晋作
６位　中岡　慎太郎
７位　土方　歳三
８位　岡田　以蔵
９位　桂　小五郎（木戸 孝允）
1０位　吉田　松陰

2142票
339票
314票
262票
171票
163票
107票
105票

72票
66票



1・現代龍馬学会

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会

「龍馬と薩摩藩
近代を切り開いた組織力」

筆
者
が
学
芸
員
と
し
て
勤
め
て

い
る
「
龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
記

念
館
」
で
は
、今
春
、企
画
展
「
群

像
か
ら
見
る
幕
末
史 vol.1  

龍
馬

と
薩
摩
藩
　
近
代
を
切
り
開
い
た

組
織
力
」
を
開
催
し
た
。
昨
年
の

大
河
ド
ラ
マ
の
記
憶
も
新
し
い
薩

摩
藩
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
同

藩
及
び
坂
本
龍
馬
と
そ
の
同
志
た

ち
が
明
治
維
新
に
果
た
し
た
役
割

を
追
う
内
容
で
あ
る
。

幕
末
と
国
防
思
想

明
治
維
新
に
土
佐
藩
や
薩
摩
藩
が

貢
献
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、そ

の
際
に
語
ら
れ
や
す
い
の
が
、
龍
馬
や
西

郷
隆
盛
と
いった「
英
雄
」に
よって
新
時

代
が
作
ら
れ
た
と
い
う
史
観
で
あ
る
。だ

が
、
龍
馬
や
西
郷
も
、
薩
摩
藩
と
い
う

巨
大
な
「
組
織
」
の
存
在
な
く
し
て
は
、

活
躍
の
場
は
な
かっ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

視
点
で
幕
末
史
を
見
た
時
、
彼
ら
以
上

に
注
目
す
べ
き
人
物
や
組
織
的
構
造
が

見
え
て
く
る
。

幕
末
と
い
う
時
代
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
は
当
時
の
人
々
が
持
って
い

た
国
防
思
想
に
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
列
強
の
脅
威
が
迫
る
中
、ど
の
よ
う

に
し
て
国
土
を
守
る
の
か
と
い
う
意
識

を
こ
の
時
期
の
武
士
階
級
は
皆
持
って
い

た
が
、
そ
の
方
法
論
や
権
力
の
座
を
巡
っ

て
、
多
く
の
争
い
が
起
き
た
の
で
あ
る
。

海
に
面
し
た
薩
摩
藩
で
は
特
に
国
防
意

識
が
顕
著
で
、ペ
リ
ー
来
航
以
前
か
ら
西

洋
の
技
術
を
採
り
入
れ
な
が
ら
、
軍
事

力
と
科
学
力
を
研
磨
し
て
い
た
。

そ
し
て
、ペ
リ
ー
来
航
以
後
、日
本
が

本
格
的
に「
世
界
」と
対
峙
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
薩
摩
藩
は
歴
史

の
表
舞
台
に
乗
り
出
し
て
い
く
。
幕
府

の
衰
退
は
、
雄
藩
勢
力
の
発
言
力
を
増

加
さ
せ
、
そ
の
勢
い
に
乗
って
同
藩
は
中

央
政
局
に
影
響
力
を
持
つ
ほ
ど
に
な
っ

た
。
文
久
二
（一八
六
二
）
年
に
薩
摩
藩

主
導
で
実
施
さ
れ
た
「
文
久
の
改
革
」

は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

頃
の
薩
摩
藩
に
幕
府
を
倒
す
意
思
は
な

く
、
む
し
ろ
そ
の
延
命
路
線
で
あ
った
。

同
藩
が
、
幕
府
に
警
戒
を
持
ち
始
め

た
の
は
、
元
治
元
（一八
六
四
）
年
の
第

一次
長
州
征
討
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
背
景
に
は
、「
長
州
の
次
は
、
薩
摩
が

幕
府
に
狙
わ
れ
る
番
で
は
な
い
か
」
と
の

不
安
を
藩
上
層
部
が
持
った
こ
と
に
あ
っ

た
。
幕
府
延
命
か
ら
「
抗
幕
（
幕
府
に

対
抗
す
る
）」
へ
と
舵
を
切
った
同
藩
は
、

そ
の
た
め
に
長
州
藩
と
連
合
す
る
こ
と

を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
近
代
海
軍
の

技
術
を
持
つ
龍
馬
ら
を
取
り
込
み
、
薩

長
連
合
（
薩
長
同
盟
）
プ
ロ
ジェク
ト
の一

翼
を
担
わ
せ
た
。

薩
長
連
合
と
大
政
奉
還

薩
長
連
合
は
龍
馬
の
ア
イ
デ
ア
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
薩
摩
藩
主
導
で
進
め

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
的
人
物

は
、
国
父
・
島
津
久
光
と
家
老
・
小
松

帯
刀
で
あ
っ
た
。
薩
長
間
を
経
済
的
取

引
で
結
ば
せ
る
こ
と
で
融
和
を
促
し
た

と
い
う
プ
ラ
ン
も
、
双
方
の
要
求
か
ら
始

まった
も
の
で
あ
り
、
龍
馬
の
発
案
で
は

な
い
。
だ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジェク
ト
に
お
い

て
縦
横
無
尽
の
行
動
力
と
交
渉
能
力

を
発
揮
し
た
龍
馬
の
功
績
は
、
決
し
て

色
あ
せ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
プ
ロ
ジェク
ト
の
最
終
局
面
と

な
る
「
艦
船
を
薩
摩
名
義
で
買
い
、
そ

れ
を
長
州
に
渡
す
」
と
い
う
計
画
を
成

功
に
導
い
た
の
は
、
龍
馬
の
同
志
・
近
藤

長
次
郎
で
あ
っ
た
。
薩
長
上
層
部
の
長

次
郎
に
対
す
る
信
頼
度
は
高
く
、
長
州

藩
主
か
ら
薩
摩
藩
主
に
宛
て
た
親
書
内

の
「
詳
細
は
、長
次
郎
に
聞
い
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
旨
の
記
述
は
、そ
れ
を
証
明

し
て
い
る
。

こ
う
し
て
慶
応
二（一八
六
六
）年一月
、

薩
長
連
合
は
締
結
に
至
る
が
、
両
藩
と

も
こ
の
時
点
で
は
、「
倒
幕
」
ま
で
は
考

え
て
い
な
かっ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
翌

年
五
月
に
行
わ
れ
た
「
四
侯
会
議
」
以

来
、
薩
摩
藩
は
将
軍
・
徳
川
慶
喜
を
警

戒
し
、
武
力
も
辞
さ
な
い
「
討
幕
」
路

線
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

以
後
、薩
摩
藩
は
「
武
力
討
幕
派
」
と

の
分
類
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、事
は

そ
う
単
純
で
は
な
い
。
薩
摩
藩
は
、
武

力
の
選
択
肢
を
持
ち
つつ
も
、
で
き
る
だ

け
血
を
流
さ
な
い
方
法
論
を
模
索
し
な

が
ら
大
政
奉
還
策
を
進
め
て
い
た
こ
と

は
、
も
っ
と
周
知
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

本
稿
は
、
決
し
て
筆
者
の
実
績
に
基

づ
く
も
の
で
は
な
く
、
町
田
明
広
・
神
田

外
語
大
学
准
教
授
を
は
じ
め
研
究
者
の

方
々
が
積
み
重
ね
た
成
果
を
も
と
に
記

述
し
た
。
幕
末
の
薩
摩
藩
研
究
は
、
近

年
、
玉
里
島
津
家
史
料
群
が
公
開
さ
れ

た
こ
と
で
、「
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
」
の
局

面
が
強
い
分
野
で
あ
る
。研
究
者
の
方
々

に
敬
意
を
持
ち
、
そ
の
成
果
か
ら
謙
虚

に
学
ん
で
い
く
姿
勢
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

私
の
テ
ー
マ

小松帯刀像（鹿児島市）

森本　琢磨
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「龍馬の生きた時代を考える」テーマ

今
年
の「
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館・現
代
龍
馬
学
会
」は
5
月
25
日（
土
）、

龍
馬
記
念
館
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
11
回
大
会
を
開
催
し
た
。

来
賓
の
高
知
県
文
化
生
活
ス
ポ
ー
ツ
部
の
橋
口
欣
二
部
長
様
、高
知
市
教
育
委

員
会
の
高
岡
幸
史
教
育
次
長
様
か
ら
、設
立
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
本
会
へ
の

期
待
を
込
め
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

特
別
講
演
に
は
、京
都
国
立
博
物
館
の
上
席
研
究
員
の
宮
川
禎
一
様
を
お
招
き

し
、「
寺
田
屋
登
勢
と
坂
本
龍
馬 

～
登
勢
の
手
紙
の
真
意
～
」
と
題
し
て
深
い
考

察
を
も
と
に
し
た
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、薩
長
同
盟
を
成
し
遂
げ
た
龍

馬
が
幕
府
側
に
襲
撃
さ
れ
た
寺
田
屋
事
件
は
、龍
馬
の
思
惑
を
超
え
る
ほ
ど
の
成

果
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

会
員
に
よ
る
研
究
発
表
は
、
左
頁
の
通
り
、

今
井
章
博
氏
の
「
龍
馬
15
年
忌
祭
を
め
ぐ
る
元

海
援
隊
士
達
の
動
向
」、佐
竹
敏
彦
氏
の
「
龍
馬

の
こ
こ
ろ
を
伝
え
た
い
」、
広
井
護
氏
の
「『
竜

馬
が
ゆ
く
』
の
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
」、
亀

尾
美
香
氏
の
「
岡
崎
菊
右
衛
門
日
記
に
み
る
幕

末
」
の
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
た
。
詳
細
は
本

学
会
の
発
行
す
る
「
論
集
」
を
お
目
通
し
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
は
72
名
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
来
年
の

再
会
を
誓
い
合
っ
て
「
宣
言
」
の
発
表
と
な
っ

た
。

特
別
講
演

本
講
演
の
主
と
な
る

の
は
、慶
応
二（一八
六
六
）

年
三
月
頃
の「
坂
本
龍
馬

宛
て
寺
田
屋
登
勢
の
手

紙
」
で
あ
る
。
こ
の
手
紙

は
、薩
長
同
盟
直
後
に
寺

田
屋
で
伏
見
奉
行
所
の

襲
撃
を
受
け
、上
手
く
逃
げ
お
お
せ
た

龍
馬
に
対
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
宮

川
氏
は
、こ
の
文
章
に
「
何
か
の
気
配
」

を
感
じ
た
そ
う
だ
。

今
回
の
龍
馬
学
会
で
は
、
最
後
の
発

表
者
で
あ
る
広
井
護
氏
が『
竜
馬
が
ゆ

く
』
の
深
層
読
み
に
つ
い
て
発
表
な
さ

れ
た
。
広
井
氏
曰
く
、「
違
和
感
の
あ

る
文
章
に
は
、
必
ず
作
者
の
意
図
が
あ

る
」
そ
う
だ
が
、
お
登
勢
の
手
紙
は
違

和
感
だ
ら
け
で
あ
る
。
学
会
最
初
の
特

別
講
演
と
、
最
後
の
発
表
が
リ
ン
ク
し

て
お
り
、
大
変
興
味
深
く
拝
聴
し
た
。

ま
ず
、
宮
川
氏
が
注
目
し
た
の
は
、

お
登
勢
の
文
章
力
で
あ
る
。「
事
件
の

光
景
が
眼
前
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
文
章

の
力
。
表
現
の
巧
み
さ
に
注
目
す
べ
き

だ
。
幕
末
に
こ
ん
な
手
紙
を
書
い
た
女

性
が
い
た
こ
と
に
驚
く
」
と
。
さ
ら
に

「
寺
田
屋
の
こ
と
を
『
あ
る
宿
』
と

か
、
体
験
し
た
こ
と
を
『
よ
そ
で
聞
い

た
咄
』
だ
と
か
、
伝
聞
と
し
て
記
す
と

こ
ろ
が
『
秘
密
の
通
信
』
ら
し
く
面
白

い
」
と
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
確
か
に

非
常
に
面
白
い
文
章
で
、
お
登
勢
の
教

養
の
高
さ
と
セ
ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
る
。

最
後
の
署
名
も
「
お
登
勢
」
な
ど
と
書

か
ず
、「
血
ノ
薬
ご
存
知
」
と
な
って
い

る
の
も
面
白
い
。

お
登
勢
は
、
龍
馬
ら
が
逃
げ
た
後
、

二
階
に
上
が
り
「
そ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
し

て
品
物
を
か
く
さ
ん
と
思
ひ
候
へ
ど
も

寺田屋登勢と坂本龍馬 ―登勢の手紙の真意―
京都国立博物館　上席研究員　宮川 禎一 氏

思
う
に
ま
か
せ
ず
」
と
書
い
て
お
り
、龍

馬
の
大
事
な
書
類
が
奪
わ
れ
た
こ
と
を

報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よって
、
薩
長

同
盟
の
こ
と
が
幕
府
方
や
諸
藩
に
知
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。

宮
川
氏
は
、
書
類
が
奪
わ
れ
る
こ
と

に
つい
て
、実
は
龍
馬
が
お
登
勢
を
相
棒

に
し
て
仕
組
ん
だ
謀
略
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。奪
わ
れ
方
は
想
定
外

（
こ
っ
そ
り
盗
み
に
来
る
こ
と
を
想
定
）

で
は
あ
っ
た
が
、予
定
通
り
奪
わ
れ
た
の

で
、
作
戦
の
成
功
を
報
告
し
た
の
が
こ

の
手
紙
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

確
か
に
、こ
の
手
紙
は
お
か
し
い
。
な

ぜ
宿
の
女
将
が
「
品
物
を
か
く
さ
ん
」

と
す
る
の
か
。
奉
行
所
役
人
に
見
ら

れ
て
は
い
け
な
い
物
を
龍
馬
が
持
って
い

る
、
と
お
登
勢
は
知
って
い
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
、
普
通
で
あ
れ
ば
、
龍
馬

が
持
って
逃
げ
る
か
、火
鉢
で
燃
や
し
て

処
分
す
る
べ
き
重
要
文
書
を
、
置
い
て

いっ
た
こ
と
も
知
って
い
て
、
二
階
へ
上
る

の
だ
。宮
川
氏
は
こ
の
行
動
を
、お
登
勢

の
芝
居
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

龍
馬
と
お
登
勢
の
謀
略
の
目
的
は
、

薩
長
同
盟
の
情
報
リ
ー
ク
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
宮
川
氏
の
見
立
て
で
あ

る
。
長
州
藩
と
手
を
結
ぶ
こ
と
に
つ
い

て
、
薩
摩
藩
内
に
は
反
対
派
も
存
在
し

た
。
し
か
し
、
世
間
に
も
幕
府
に
も
薩

長
同
盟
が
知
れ
渡
れ
ば
、
薩
摩
藩
は
後

戻
り
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
を
見
越
し

て
の
謀
略
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
説
の
証
明
は
難
し
い
が
、非
常
に

興
味
深
い
推
測
で
あ
り
、
示
唆
に
富
む

も
の
だ
っ
た
。
今
後
、「
違
和
感
の
あ
る

文
章
」
に
行
き
当
た
れ
ば
、
そ
の
先
に

隠
さ
れ
た
真
意
を
読
み
解
く
必
要
性

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
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高知県立坂本龍馬記念館
主任学芸員

亀尾　美香

岡崎菊右衛門日記に見る幕末
―参勤・江戸詰の記録を中心に―

平
成
二
十
八
年
度
に
寄
贈
を

受
け
た
岡
崎
家
文
書
の
う
ち
、幕

末
の
日
記
五
点（
嘉
永
四
年
～
安

政
六
年
）
を
中
心
に
考
察
し
た
。

岡
崎
菊
右
衛
門
は
土
佐
藩
士

（
軽
格
）
で
、
藩
主
の
参
勤
に

何
度
も
随
従
し
て
い
る
。
主
に

豊
信
（
容
堂
）への
随
従
を
中
心

に
六
回
の
参
勤
記
録
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
土
佐
か
ら
江
戸
ま
で
は

二
十
五
～
三
十
二
日
の
旅
程
、
中

山
道
を
通
っ
た
一
回
以
外
は
東
海

道
を
通
行
し
て
い
た
。
菊
右
衛
門

日
記
に
は
参
勤
の
旅
の
様
子
の
ほ

か
、
江
戸
詰
の
勤
務
や
生
活
、
供

を
す
る
藩
主
の
行
動
な
ど
も
詳

細
に
書
か
れ
て
お
り
、
極
め
て
貴

重
な
記
録
と
い
え
る
。

ま
た
、日
記
の
安
政
元
年
四
月

部
分
に
は
、
菊
右
衛
門
が
坂
本

龍
馬
か
ら「
ヒ
ス
銃
打
方
詞
遣
小

冊
」を
借
り
た
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
江
戸
滞
在
中
の
龍
馬
と
接

点
が
あ
っ
た
点
も
去
る
こ
と
な
が

ら
、龍
馬
と
砲
術
と
の
関
わ
り
を

示
す
初
期
の
記
録
と
し
て
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

龍馬脱藩祭代表

佐竹　敏彦

「龍馬のこころを伝えたい」
龍
馬
生
誕
一
五
〇
年
の
昭
和

六
〇
年
に
、
た
ま
た
ま
、
司
馬
遼

太
郎
の
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
を
読

ん
だ
。
す
る
と
、
第
二
巻
「
風

雲
篇
」
に
和
霊
神
社
が
出
て
き

た
。
脱
藩
前
に
立
ち
寄
っ
た
竜
馬

が
、
先
祖
の
霊
と
和
霊
さ
ん
の
神

霊
に
呼
び
か
け
る
場
面
で
あ
る
。

高
知
市
神
田
高
神
に
居
を
構

え
て
以
来
、
誘
わ
れ
る
が
ま
ま
に

地
元
の
神
々
の
氏
子
に
な
り
、
奉

納
活
動
に
参
加
し
て
き
た
。
そ
の

神
社
が
坂
本
龍
馬
の
脱
藩
に
大

い
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

す
ぐ
に
事
実
関
係
を
調
査

し
、
県
内
に
残
る
数
少
な
い
龍
馬

関
連
の
史
跡
だ
と
把
握
し
た
。

脱
藩
し
て
ま
で
国
の
た
め
に

奔
走
し
た
「
龍
馬
の
こ
こ
ろ
」
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、昭

和
六
〇
年
か
ら
毎
年
、
龍
馬
が

脱
藩
し
た
三
月
二
十
四
日
を
中

心
に
「
龍
馬
脱
藩
祭
」
を
開
催

し
て
い
る
。

土佐中高等学校
国語教師

広井　護

「『竜馬がゆく』のスリルとサスペンス」
司
馬
遼
太
郎
の
『
竜
馬
が
ゆ

く
』
の
総
発
行
部
数
は
、す
で
に

二
千
五
百
万
部
を
超
え
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。〝永
遠
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
”
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。と
こ
ろ
が
意
外
な
こ
と

に
、文
学
作
品
と
し
て
は
ほ
と
ん

ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

今
回
の
研
究
発
表
で
は
、
竜

馬
と
西
郷
が
初
め
て
出
会
う
場

面
で
あ
る
〝鈴
虫
の
場
面
”
と

〝竜
馬
暗
殺
の
場
面
”
を
取
り

上
げ
て
、
深
層
読
み
を
行
っ
た
。

深
層
読
み
と
は
、
表
層
読
み

と
対
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
表

層
の
読
み
は
、
一
見
し
て
読
み

取
れ
る
も
の
で
、
深
層
の
読
み

は
、
作
者
が
文
中
に
仕
掛
け
た

も
の
を
分
析
し
、
深
く
読
み
解

い
て
い
く
方
法
。
文
章
の
中
で

違
和
感
の
あ
る
言
葉
に
は
、
必

ず
作
者
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
読
み
解
く
楽
し

さ
を
紹
介
し
た
。

高知近代史研究会会長・ 
土佐史談会副会長

今井　章博

平
成
二
十
九
年
度
、
安
田
町

ま
ち
な
み
交
流
館「
和
」で
開
催

し
た
企
画
展
「
其
の
後
の
海
援

隊
士
た
ち
」で
、県
立
坂
本
龍
馬

記
念
館
が
寄
贈
を
受
け
た
坂
本

直
宛
書
簡
を
数
点
借
用
し
、
展

示
し
た
。
そ
の
中
に
、
高
知
県

知
事
も
務
め
た
丸
岡
莞
爾
が
直

に
宛
て
た
坂
本
龍
馬
十
五
年
忌

祭
へ
の
欠
席
届
が
あ
っ
た
。

十
五
年
忌
祭
は
、
三
吉
慎
蔵

や
土
方
久
元
の
日
記
を
み
る
と

十
二
月
十
八
日
に
執
り
行
わ
れ

た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
佐
佐
木
高
行
や
勝
海
舟

の
日
記
に
も
関
連
の
事
項
が
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
出
席
し

た
人
や
で
き
な
か
っ
た
人
が
見

え
て
く
る
。元
海
援
隊
士
ら
が
、

維
新
を
経
て
、
ど
の
よ
う
な
変

遷
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
十
五

年
忌
祭
を
通
し
て
浮
か
び
上
が

る
諸
相
を
紹
介
し
た
。

坂本龍馬十五年忌祭をめぐる元海援隊士の動向
―県立坂本龍馬記念館所蔵坂本直宛書簡集より―
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こ
ぼ
れ
話
ー
　
犬
歩
棒
当
記
（
三
十
八
）
ー

福
沢
諭
吉
が
嫌
い

宮 

川
　
禎 

一

福
沢
諭
吉
は
大
分
県
中
津
市
に
旧
居

が
あ
る
の
で
、
中
津
南
高
校
出
身
の
筆

者
が
ヒ
イ
キ
す
る
偉
人
だ
。
数
年
後
に

一
万
円
札
か
ら
引
退
さ
れ
る
と
い
う
の

で
、
こ
こ
に
一
文
を
書
い
て
置
き
た
い
。

明
治
日
本
の
近
代
化
は
『
西
洋
事

情
』
や
『
学
問
ノ
ス
ス
メ
』
や
『
文
明

論
之
概
略
』
な
ど
福
沢
先
生
の
膨
大
な

著
作
を
通
じ
て
進
ん
だ
と
言
っ
て
良

い
。
し
か
し
中
津
市
の
福
沢
諭
吉
記
念

館
の
方
に
伺
う
と
、
新
紙
幣
の
話
が
出

る
ず
っ
と
前
か
ら
、
記
念
館
に
「
お
札

は
も
う
す
ぐ
福
沢
じ
ゃ
な
く
な
る
の
だ

よ
ね
」
と
か
嫌
が
ら
せ
風
の
電
話
が
ぼ

つ
ぼ
つ
あ
っ
た
そ
う
で
「
な
ん
で
福

沢
先
生
は
嫌
わ
れ
て
い
る
の
か
？
」
と

ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
た
。

「
福
沢
諭
吉
が
嫌
い
」
の
根
底
に
は
、

こ
の
世
の
中
に
は
一
定
程
度
「
他
者
が

勉
強
し
て
知
恵
が
付
く
こ
と
を
嫌
う
人

間
の
存
在
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

「
人
間
は
勉
強
し
て
こ
そ
文
明
化
す

る
」
と
は
福
沢
先
生
の
終
生
変
わ
ら
ぬ

主
張
だ
が
、「
人
は
無
知
で
愚
昧
の
方

が
都
合
良
い
」
と
考
え
る
個
人
や
シ
ス

テ
ム
は
い
つ
の
時
代
も
ど
こ
に
で
も
存

在
す
る
の
だ
。
そ
の
方
面
か
ら
す
れ
ば

「
学
問
を
し
て
賢
く
な
っ
て
一
身
独
立

し
て
自
尊
し
な
さ
い
」
や
「
個
人
の
独

立
の
の
ち
に
国
家
の
独
立
が
あ
る
」
や

「
人
は
賢
く
な
っ
て
こ
そ
上
下
無
し
」

な
ど
と
い
う
福
沢
諭
吉
は
永
遠
の
敵
で

あ
ろ
う
。
学
問
を
せ
ず
、
批
判
精
神
に

乏
し
い
人
間
は
騙
し
や
す
い
し
、
支
配

も
し
や
す
い
。
人
に
上
下
も
あ
る
べ
き

だ
。
そ
の
方
が
良
い
と
思
う
人
や
シ
ス

テ
ム
が
福
沢
諭
吉
を
攻
撃
し
て
い
る
ら

し
い
。

一
万
円
札
の
肖
像
が
教
育
を
勧
め
た

福
沢
諭
吉
か
ら
近
代
経
済
の
祖
渋
沢
栄

一
へ
と
転
換
す
る
ベ
ー
ス
に
は
「
勉
強

ば
っ
か
り
し
て
、
口
う
る
さ
く
批
判
す

る
よ
り
も
、
黙
っ
て
ち
ゃ
ん
と
働
い
て
、

日
本
経
済
に
貢
献
し
ろ
よ
」
と
い
う
経

済
界
や
財
務
省
の
思
惑
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
。
福
沢
諭
吉
は
口
が
悪
く
、
喧
嘩

上
等
の
ス
タ
ン
ス
な
の
で
こ
ん
な
こ
と

を
言
い
そ
う
だ
。
没
後
百
二
十
年
近
く

を
経
て
も
嫌
わ
れ
る
と
は
（
現
代
に
も

意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
）
福
沢
先
生

の
偉
大
さ
を
良
く
示
し
て
い
る
と
思
う
。

福沢諭吉旧居記念館　中津市留守居町

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会
〒 781-0262 高知市浦戸城山 830

TEL（088）841- 0001　FAX（088）841- 0015
mail:gendai-ryoma@kochi-bunkazaidan.or.jp

お待たせしました。第 3回「龍馬のひろば」は、
みなさんが愛読されている司馬遼太郎先生の「竜
馬がゆく」に焦点化してみたいと思います。
今年の第 11 回現代龍馬学会（5月 25 日開催）
においては、広井護先生の「『竜馬がゆく』のス
リルとサスペンス」も発表され、参加者が頷きな
がら、広井先生の世界に浸ったことでした。
本会に集うみなさんは、きっと何度も「竜馬が
ゆく」を読んでいることでしょう。そこで「私
は、ここがスキ！」という思いや「この文章で、
龍馬に惚れた」ということなどを発表しあってみ
ましょう。

原稿募集！
第3回「龍馬のひろば」

コラム・龍馬のこと

現代龍馬学会で二度の発表を頂いた窪内隆起氏は、元
産経新聞で司馬遼太郎の担当記者です。最初の発表が大
変面白く興味深かったので、森前館長に懇願したとこ
ろ、窪内氏にも快くご承諾頂きました。何しろ担当記者
というのは付き人みたいなもので、普段の生活や仕事ぶ
りをご存知故に、リアルに話して頂けます。「竜馬がゆ
く」執筆にあたり、3000冊に及ぶ資料本を購入読破され
たそうです。これらを読み終えるには、毎日1冊読んだ
としても８年かかります。ホンマかいな！と話しを聞く
うちに納得しました。実は、司馬先生は速読の達人だっ
たのです。２ページ読むのに１分とかからず、１～２時間
あれば１冊読み終える計算になります。そんな凄い司馬
先生も、生活面ではなんとも笑える微笑ましい行動があ
るそうで、ある時、窪内氏がクルマで出迎えに行ったと
ころ、ソックスが左右バラバラ！冬場に迎えに行った時
のこと、随分とズボンが膨らんでいたので、『先生！下
に何か履いていません？』すると、下ろしたズボンから
股引きが出てきたそうな。野暮な質問をしたところで、
『そんなもんどうでもえい。』と一喝されそう。さすが
天才は遥か先を見据えておいでです。

「  天 才 ？ 」
江上　英治

今回はハガキではなく事務局へのメールか郵
送ということにします。字数制限は、今までは
200 字でしたが、今回は 200 字を超えてもいい
ことにします。締め切りは、11月 15日。（あま
り長すぎる時には、少しカットがあるかも…。）
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